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Ⅰ．緒　　言
　２００５年産（平成１７年産）のデータによると小麦の
国内生産量は８７．５万トンで，これは食料・農業・農
村基本計画の２０１５年（平成２７年）の目標である８６万
トンをすでに上回る数字である。その主な用途は４１
万トンが使用されている日本めん用で，これは日本
めん用の国内需要６５万トンの６３％を占めている。し
かし，国産小麦はオーストラリアから輸入される日
本めん用銘柄ＡＳＷ（オーストラリア・スタンダー
ド・ホワイト）より，製粉性や小麦粉の色が劣って
いるとの指摘を実需者から受けており，その改善が
依然として重要な育種目標である。
　ム ギ 類 赤 か び 病（Fusarium head blight）は
Fusarium属菌が主にイネ科植物の出穂期以降に穂
を侵す病害である。小麦の登熟から収穫が梅雨に重
なるわが国では，赤かび病の発生する危険性が高く，
小麦栽培では避けて通れない病害である。赤かび病
では，小麦粒の品質劣化とともに，赤かび病菌の産
生する毒素デオキシニバレノール（DON）が問題
となっている。このDONには発ガン性はないが，
嘔吐，腹痛，めまい，下痢，頭痛等の諸症状を伴う
中毒症を引き起こす急性毒性がある。しかし，近年
国際的に問題となっているのは，このような高濃度
の汚染による急性毒性ではなく，低濃度に汚染した
小麦の長期間の摂取による免疫力低下等の人体に及
ぼす影響である。
　わが国ではDONについて，２００２年に厚生労働省
薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格・毒
性合同部会で小麦粒中の暫定基準値が１．１ppmに定
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　小麦新品種「トワイズミ」は，２００６年１２月に「小麦農林１６７号」として命名登録された。本品種
は，赤かび病抵抗性，多収，高製粉性，良粉色を目標として，「西海１７１号（後のチクゴイズミ）」
と赤かび病抵抗性の「赤かび系PL１０６」を交配し，世代促進栽培を組み入れた，集団育種法により
育成したものである。播性は “Ⅱ”で，「農林６１号」よりも出穂期で３日，成熟期で３日程度早い
やや早生種である。耐倒伏性は “強”で「農林６１号」より優れる。ふ色は “褐”，粒着の粗密は
“中”である。粒の色は “褐”である。千粒重，容積重は「農林６１号」と同程度である。原麦粒の
見かけの品質は「農林６１号」より優る “中の上”である。うどんこ病には “やや弱”で，縞萎縮病
には “強”，赤さび病には “やや強”である。赤かび病には「農林６１号」よりやや強い “やや強”
で，これは現在の栽培品種では最も優れている。収量性は，ドリル播などの穂数を確保しやすい栽
培法では「農林６１号」より高い。製粉歩留は「農林６１号」より優れる。アミロース含量はやや低く，
ゆでめんの粘弾性となめらかさはやや優れる。
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められ，DONがこの基準値を超える小麦粒の流通
は禁止されるようになった。また，２００３年産麦から
農産物規格規定が改定され，赤かび病被害粒の混入
が，小麦および大麦は１．０％，ビール大麦は０．４％以
上は規格外という検査規格から，すべて０．０％以上
は規格外（赤かび粒の混入率は０．０４９％まで）と極
めて厳しい検査規格となった。そのため現在は，農
家による一般栽培では，開花期の赤かび病防除のた
めの薬剤散布が徹底して行われている。
　このような状況のなか，赤かび病に強く品質の優
れる日本めん用小麦新品種が２００６年（平成１８年）に
九州沖縄農業研究センターによって育成された「ト
ワイズミ（旧系統名西海１８７号）」である。ここに
「トワイズミ」の来歴，育成経過，特性等について
報告する。
　本品種の育成に当たっては，各県の奨励品種決定
調査，特性検定試験および系統適応性検定試験担当
者にご協力いただいた。国際農林水産業研究セン
ター石垣支所（現熱帯・島嶼研究拠点）と北海道農
業試験場（現北海道農業研究センター）には雑種集
団の世代促進栽培を実施していただいた。九州沖縄
農業研究センター企画調整部（現研究支援セン
ター）業務第２科，野田ミヤコ，原口平八郎，坂本
和彦，津留慶二，三池輝幸，下川太一，山口正義，
中島誠，佐野周作，大水豊司，本部朗利，青木亮，
松本一弥，大久保吉郎，村石智也，村上栄一，三池
啓二，川口康崇，河原幸成の各技術専門職員ならび
に小麦・大麦育種研究室（現小麦・大麦育種ユニッ
ト）の契約職員各位には，本品種育成のために圃場
管理業務，調査でご尽力いただいた。また，子実の
カビ毒蓄積性については，九州沖縄農業研究セン
ター赤かび病研究チームの中島隆チーム長と吉田め
ぐみ主任研究員にご協力いただいた。ここに心から
厚く御礼申し上げる。
Ⅱ．来歴および育種経過
　「トワイズミ」は１９９２年４月，九州農業試験場
（現九州沖縄農業研究センター筑後研究拠点，福岡
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第１図　トワイズミの系譜図
県筑後市）において，西海１７１号（後のチクゴイズ
ミ）を母とし，赤かび病抵抗性の赤かび系PL１０６
（蘇麦３号×アサカゼコムギ）を父として，人工交
配を行い，以後派生系統育種法により，選抜固定を
図ってきたものである。当初の育種目標は，赤かび
病抵抗性，多収，高製粉性，良粉色である（第１図，
第１表）。
　１９９２年播種で雑種第一代を養成し，その後雑種集
団（F２）を国際農林水産業研究センター石垣支所
（沖縄県石垣市，１９９３年１０月～１９９４年４月），雑種集
団（F３）を北海道農試（北海道札幌市，１９９４年４
～７月）で世代促進を行った。１９９４年播種で穂選抜
を行い，１９９５～１９９６年播種で派生系統の養成と選抜
を行った（F５～F６）。１９９７年播種（F７）で羽系
W００６３の系統名を付し，１９９９年播種（F９）まで，
生産力検定予備試験および特性検定試験を実施した。
また，１９９８年（F８）～１９９９年（F９）播種では系統
適応性検定試験を実施した。２０００年播種（F１０）で
西海１８７号の系統名を付し，生産力検定試験に供試
すると共に，各県農業試験場における奨励品種決定
調査の供試材料として配付した。その結果，２００６年
（平成１８年）品種名「トワイズミ」として品種登録
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第１表　両親の特性
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ａ）育成地（福岡県筑後市）での調査結果
第２図　トワイズミの育成系統図
および「小麦農林１６７号」として命名登録を行った
（第２図，第２表）。
Ⅲ．特性の概要
１．形態的特性
　叢性は “やや直立”で，株の開閉は “開”である。
葉色は “中”，葉身の下垂度は “やや大”である。
穂数は「農林６１号」より少ない。稈長は「農林６１
号」より短い短稈種である。ふ色は “褐”，芒の有
無多少は “中”，芒長は “やや長”で穂型は “紡錘
状”である。穂長は “長”，粒着の粗密は “中”で
ある。粒の色は “褐”で，粒の形は “中”，粒の大
小は “中”である。千粒重，容積重は「農林６１号」
と同程度で “中”である。原麦粒の見かけの品質は
「農林６１号」より優る “中の上”である（第３，４，５
表）。
２．生態的特性
　播性は “Ⅱ”で，茎立性は “中”である。「農林
６１号」よりも出穂期で３日，成熟期で３日程度早い
やや早生種である。耐倒伏性は “強”で「農林６１
号」より優れる。うどんこ病には “やや弱”で，縞
萎縮病には “強”，赤さび病には “やや強”，赤かび
病には「農林６１号」よりやや強い “やや強”である。
穂発芽性は “中”である。粒質は “粉状質”である
（第３，６表）。
３．収量性
　育成地の子実収量は「農林６１号」に比べて，条播
標肥栽培で９６％，条播多肥栽培で１０３％，ドリル播
栽培で１０８％と，穂数を確保しやすい栽培法では高
い（第５表）。
４．品質特性
　製粉歩留は「農林６１号」より優れる “やや高”，
ミリングスコアは “高”である。６０％粉の灰分は
「農林６１号」より低く，６０％粉の粗蛋白質含量は
“中”である。粉の明度と粉の赤みは「シロガネコ
ムギ」と同程度で “やや高”と “やや低”である。
粉の黄色みは「農林６１号」よりやや低い “やや低”
である。アミロース含量は「農林６１号」より少ない
“やや少”である。ファリノグラムの吸水率は “中”，
バロリメーターバリューは “やや低”で薄力的であ
る。生地の力の程度と伸長抵抗は「シロガネコム
ギ」と同程度の “やや小”と “やや弱”である。生
地の伸長度は「農林６１号」より短い “やや短”で，
形状係数は同程度の “中”である。アミログラムの
最高粘度，ブレークダウンはともに「農林６１号」よ
り大きい “大”である（第３，７表）。　
　九州沖縄農業研究センターで行ったゆでめんの官
能評価試験では，「農林６１号」と比べて，色はやや
優れ，外観は同程度である。食感のかたさは同程度
であるが，粘弾性と滑らかさはやや優れる。香り・
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第２表　選抜経過
２００５２００４２００３２００２２００１２０００１９９９１９９８１９９７１９９６１９９５１９９４１９９４１９９３１９９２１９９１播種年
F１５F１４F１３F１２F１１F１０F９F８F７F６F５F４F３F２F１交配世代
１１１１１２３３供試系統群数
１０１０５５５１０１５１５４１１１６０３６００－－１２供試系統数
穂粒個体
１１１１１１２３３４選抜系統群数
１１１１１１２３３４１１選抜系統数
１０１０１０５５５１０１５１５４１６０全刈全刈全刈３１選抜個体数
穂粒
系統
選抜
単独
系統
派生
系統
穂選抜
雑種
集団
交配選抜試験名
西海
１８７号
羽系
W００６３
世促
（北海道）
世促
（石垣）
羽交６６T
－３３４８
備考
標肥
多肥
標肥
多肥
標肥生産力予備試験
標肥
多肥
ドリル
標肥
多肥
ドリル
標肥
多肥
ドリル
標肥
多肥
ドリル
標肥
多肥
ドリル
標肥
多肥
ドリル
生産力検定試験
７（４）８（５）９（６）９（６）７（５）７（５）６（５）５（４）５（５）特性検定試験a）
３４系統適応性検定試験b）
８１４２３２６３１７奨励品種決定調査b）
ａ）数字は試験の種類数を示す。（　）内は九州沖縄農業研究センターでの種類数を示す。
ｂ）数字は試験実施場所数を示す。
小田ら：小麦新品種「トワイズミ」 ２３
第３表　特性概要（種苗特性分類一覧）
シロガネコムギ 農林６１号 トワイズミ　　　　　形質　　　　
形質
番号
４（やや直立）４（やや直立）４（やや直立）叢性１
７（開）５（中）７（開）株の開閉２
１（無）１（無）１（無）鞘葉の色３
３（短）６（やや長）４（やや短）稈長４
６（やや太）５（中）６（やや太）稈の細太５
５（中）５（中）５（中）稈の剛柔６
５（中）４（やや少）５（中）稈のワックスの多少７
４（やや淡）５（中）５（中）葉色８
５（中）４（やや少）４（やや少）葉鞘のワックスの多少９
１（無）１（無）１（無）葉鞘の毛の有無・多少１０
６（やや大）５（中）６（やや大）葉身の下垂度１１
４（やや少）３（少）６（やや多）フレッケンの有無・多少１２
２（紡錘状）２（紡錘状）２（紡錘状）穂型１３
４（やや短）６（やや長）７（長）穂長１４
５（中）５（中）５（中）粒着の粗密１５
４（やや短）５（中）５（中）穂の抽出度１６
３（少）４（やや少）３（少）穂のワックスの多少１７
１（無）１（無）１（無）ふ毛の有無１８
１（黄）１（黄）１（黄）葯の色１９
６（やや多）５（中）５（中）芒の有無・多少２０
６（やや長）５（中）６（やや長）芒長２１
２（黄）４（褐）４（褐）ふ色２２
５（中）５（中）５（中）粒の形２３
５（中）５（中）５（中）粒の大小２４
３（黄褐）５（赤褐）４（褐）粒の色２５
５（中）５（中）５（中）頂毛部の大きさ２６
１（極少）１（極少）１（極少）粒の黒目の有無・多少２７
５（中）５（中）５（中）千粒重２８
６（やや大）５（中）５（中）容積重２９
６（中上）５（中中）６（中上）原麦粒の見かけの品質３０
５（中）５（中）５（中）粗蛋白質含量３１
４（やや少）５（中）４（やや少）灰分含量３２
１（うるち）１（うるち）１（うるち）うるち・もちの別３３
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第３表　特性概要（種苗特性分類一覧）つづき
シロガネコムギ 農林６１号 トワイズミ 形質　　　　
形質
番号
２（Ⅱ）２（Ⅱ）２（Ⅱ）播性の程度３４
４（やや早）５（中）５（中）茎立性３５
３（早）５（中）４（やや早）出穂期３６
３（早）５（中）４（やや早）成熟期３７
５（中）５（中）５（中）耐湿性４３
８（かなり強）５（中）７（強）耐倒伏性４５
４（やや易）７（難）５（中）穂発芽性４６
４（やや易）５（中）５（中）脱粒性４７
６（やや多）５（中）５（中）収量性４８
４（やや軟）５（中）５（中）粒の硬軟４９
１（粉状質）１（粉状質）１（粉状質）粒質５０
６（やや高）５（中）６（やや高）製粉歩留５１
６（やや高）５（中）７（高）ミリングスコア５２
５（中）５（中）５（中）６０％粉蛋白質含量５３
４（やや少）５（中）４（やや少）６０％粉灰分含量５４
５（中）５（中）４（やや低）６０％粉アミロース含量５５
６（やや高）５（中）６（やや高）粉の明度５９
４（やや低）５（中）４（やや低）粉の赤み６０
－５（中）４（やや低）粉の黄色み６１
５（中）５（中）５（中）吸水率６２
４（やや低）５（中）４（やや低）バロリメーターバリュー６３
４（やや小）５（中）４（やや小）生地の力の程度６４
４（やや弱）５（中）４（やや弱）生地の伸長抵抗６５
５（中）５（中）４（やや短）生地の伸長度６６
４（やや小）５（中）５（中）生地の形状係数６７
４（やや小）５（中）７（大）最高粘度６８
４（やや小）５（中）７（大）ブレークダウン６９
７（強）４（やや弱）７（強）縞萎縮病抵抗性７０
５（中）５（中）６（やや強）赤かび病抵抗性７１
５（中）５（中）４（やや弱）うどんこ病抵抗性７２
４（やや弱）５（中）５（中）赤さび病抵抗性７３
注）種苗特性分類調査基準（平成１０年３月）の階級値および区分を示す。
小田ら：小麦新品種「トワイズミ」 ２５
第４表　生育調査成績
赤さび病うどんこ病赤かび病倒伏
穂数
（本/m２）
穂長
（cm）
稈長
（cm）
成熟期
（月．日）
出穂期
（月．日）
品種名・系統名栽培条件
０．３１．５０．００．０３７２１０．０７９５．２５４．１０トワイズミ
条播標肥
０．２０．８０．８０．７４５２　９．３９１５．２８４．１２農林６１号
０．７１．３０．００．０３６８　９．３８１５．２４４．０８チクゴイズミ
０．２１．２０．００．０３９４　８．９７５５．２４４．０８シロガネコムギ
０．３１．３０．２０．０４３５１０．０８１５．２５４．０７イワイノダイチ
０．７１．３０．００．０４０７１０．３８１５．２６４．１０トワイズミ
条播多肥
０．５１．３０．５１．０４８５　９．４９１５．２９４．１３農林６１号
１．０１．３０．００．３４４７１０．２８５５．２５４．０８チクゴイズミ
１．０１．３０．００．０４５３　９．３７８５．２５４．０８シロガネコムギ
０．３１．３０．３０．２４８８１０．２８３５．２６４．０８イワイノダイチ
０．５０．００．１０．３４２０　９．９８２５．２６４．１０トワイズミ
ドリル播多肥
０．５０．００．３３．３４８８　９．３９３５．２９４．１３農林６１号
１．５０．００．１０．４４６８　９．２８５５．２５４．０８チクゴイズミ
１．００．００．１０．１４７２　８．９７７５．２６４．１０シロガネコムギ
０．５０．００．４０．６５１４１０．０８３５．２６４．０８イワイノダイチ
ａ）２０００－２００５年播種（育成地:福岡県筑後市）の平均値
ｂ）倒伏程度および発病程度:０（無），１（微），２（少），３（中），４（多），５（甚）
ｃ）施肥量は下記の表の通り
ドリル播条播多肥条播標肥
追肥
（N kg/a）
基肥（kg/a）
（N－P－K）
追肥
（N kg/a）
基肥（kg/a）
（N－P－K）
追肥
（N kg/a）
基肥（kg/a）
（N－P－K）
播種年
０．５６０．７４－０．７４－０．７４０．５００．６７－０．６７－０．６７０．３５０．５１－０．５１－０．５１２０００
０．５６０．７４－０．７４－０．７４０．５００．６７－０．６７－０．６７０．３５０．５１－０．５１－０．５１２００１
０．５００．７４－０．７４－０．７４０．５００．７－０．７－０．７０．５００．５－０．５－０．５２００２
０．６６０．７－０．７－０．７０．６００．７－０．７－０．７０．５００．５－０．５－０．５２００３
０．６００．７－０．７－０．７０．６００．７－０．７－０．７０．３００．７－０．７－０．７２００４
０．６００．５－０．５－０．５０．６００．５－０．５－０．５０．３００．５－０．５－０．５２００５
第５表　収穫物調査成績
外観品質d）千粒重
（g）
容積重
（g/l）
収量比c）
（％）
子実重b）
（kg/a）
品種名・系統名栽培条件
３．０３４．６７８４　９６４１．１トワイズミ
条播標肥
４．２３５．２７９３１００４３．０農林６１号
３．７３４．０７８２　８６３７．３チクゴイズミ
３．０３１．８７９１　８５３６．１シロガネコムギ
３．８３４．４７８９　９７４２．０イワイノダイチ
３．１３４．３７８５１０３４２．９トワイズミ
条播多肥
４．０３４．３７９１１００４２．０農林６１号
３．３３３．７７８１１０３４２．６チクゴイズミ
３．１３１．４７８７１００４０．８シロガネコムギ
３．８３３．８７８８１０５４４．３イワイノダイチ
３．２３６．３７９４１０８４８．５トワイズミ
ドリル播多肥
４．５３３．５７８５１００４５．６農林６１号
３．１３６．４７９５１０９４８．８チクゴイズミ
３．０３３．７８０４１０６４８．０シロガネコムギ
３．９３６．７７９８１２２５４．４イワイノダイチ
ａ）２０００－２００５年播種（育成地：福岡県筑後市）の平均値
ｂ）水分は１２．５％
ｃ）収量比は農林６１号に対する数値
ｄ）外観品質；１（上上）～９（下下）の９段階評価
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第６表　特性検定試験成績
耐湿性
（三重）
うどんこ病
（長崎）
赤かび病
（福岡）
赤かび病赤さび病うどんこ病縞萎縮病穂発芽性播性程度
品種名
・
系統名
５．２１．９４．０５．１３．８６．２２．０４．７Ⅰ～Ⅱトワイズミ
４．８１．６４．８５．０４．３５．７３．０４．３Ⅰ～Ⅱ農林６１号
－２．４４．７４．８４．３６．９２．０４．３Ⅰチクゴイズミ
５．０２．５６．０５．２５．５６．４２．８５．７Ⅱシロガネコムギ
４．０１．３４．７４．８４．５３．８２．０３．６Ⅳイワイノダイチ
試験実施場所および年次は以下の通り
播性程度 ：九沖農研 １９９７～２００５
穂発芽性 ：九沖農研 １９９７～２００５ ２（極強）～８（極易）で判定
縞萎縮病 ：九沖農研 １９９７，２００１～２００４ ２（極強）～８（極易）で判定
うどんこ病 ：九沖農研 １９９７～２００５ ２（極強）～８（極易）で判定
赤さび病 ：九沖農研 １９９７～２００３ ２（極強）～８（極易）で判定
赤かび病 ：九沖農研 １９９９～２００５ ２（極強）～８（極易）で判定
赤かび病（福岡） ：福岡農総試 ２００２～２００５ ３（極強），４（強），５（中），６（弱），７（極弱）で判定
うどんこ病（長崎） ：長崎農試 １９９８～２００５ ０（病斑無）～６（穂まで発病）で判定
耐湿性（三重） ：三重農技セ ２０００～２００５ ２（極強）～８（極易）に読みかえて表記
第７表　製粉および品質試験成績
テストミル６０％粉
灰分移行率
（％）
ミリング
スコア
セモリナ
粉砕率
（％）
セモリナ
生成率
（％）
BM率
（％）
製粉歩留
（％）
原粒
品種名・系統名 アミロース
含量
（％）
粗蛋白質
（％）
灰分
（％）
粗蛋白質
（％）
灰分
（％）
２０００～２００４年播種の５年間平均
２７．９８．００．３８５５．９８６．７８５．７５５．７５１．１７２．８　９．８１．５２トワイズミ
３０．５８．５０．４４５３．４８２．２８５．２５５．８４９．２７１．５１０．１１．６３農林６１号
２５．５８．００．４２５３．０８４．２８４．１５４．３５６．８７２．２　９．９１．４９チクゴイズミ
２７．９８．４０．４３５３．４８４．８８５．７５４．７５５．８７３．９１０．０１．５２イワイノダイチ
２０００～２００４年播種（２００１年播種を除く）の４年間平均
２７．３８．２０．３８５７．０８７．２８７．６５５．１５０．２７３．０　９．９１．５０トワイズミ
２９．８８．５０．４３５４．１８１．９８７．３５５．６４６．２７１．２１０．２１．６４農林６１号
２４．９８．３０．４２５３．９８４．６８６．６５４．９５１．４７２．６１０．１１．４８チクゴイズミ
３０．３９．１０．４０５３．８８４．３８６．９５４．４５２．７７２．５１０．９１．４８シロガネコムギ
２７．６８．６０．４３５３．９８４．９８７．９５５．０５２．０７４．２１０．１１．５０イワイノダイチ
ａ）生産力検定試験・条播多肥（育成地：福岡県筑後市）を材料として使用
ｂ）２００１年播種のシロガネコムギは収穫・調整時の人為的ミスで品質分析に足る材料が得られず，品質分析を中止
ｃ）試験項目の解説は付表３を参照
第７表　製粉および品質試験成績つづき
アミログラムファリノグラム色相
品種名・系統名 ブレークダウン
（BU）
最高粘度時
の温度（℃）
最高粘度
（BU）
糊化開始温度
（℃）
バロリメーター
バリュー
弱化度
（BU）
安定性
（分）
形成時間
（分）
吸水率
（％）
b＊a＊L＊
２０００～２００４年播種の５年間平均
４６１８７．９１２６１５６．６４３１０５１．８２．１５９．２１４．１７０．５１８８．３３トワイズミ
２６３８８．０　９６４５５．８４７　８９２．５２．６５９．３１４．８６０．６６８７．８７農林６１号
６３９８６．０１２２５５６．８４３１０８１．５２．１５７．６１５．９３０．５０８７．６１チクゴイズミ
４４９８８．０１１７５５６．９４２１０２２．０１．８５９．５１６．１５０．６３８７．５２イワイノダイチ
２０００～２００４年播種（２００１年播種を除く）の４年間平均
４７１８７．９１２９３５６．３４５　９９２．０２．３６０．０１３．９８０．５０８８．３６トワイズミ
２６１８８．３　９９０５５．４４８　８４２．７２．８５９．７１４．８２０．６５８７．８５農林６１号
６２３８５．９１２２５５６．８４６　９８１．８２．３５８．０１５．９２０．５３８７．６５チクゴイズミ
２３６８８．７　９３１５６．５４２１１５１．４２．１５９．４１４．８３０．５０８８．０１シロガネコムギ
４８６８７．８１２１７５６．７４５　９０２．３２．０６０．１１６．２８０．６４８７．５３イワイノダイチ
小田ら：小麦新品種「トワイズミ」 ２７
第７表　製粉および品質試験成績つづき
エキステンソグラム（１３５分）
品種名・系統名 形状
係数
（R/E）
伸張
度
（mm）
伸張
抵抗
（B．U．）
面積
（cm２）
２０００～２００１年播種の２年間平均
１．９１４２２６４５６．５トワイズミ
１．８１６６３０１７０．３農林６１号
第８表　ゆでめんの官能評価試験成績
合　計
（１００）
香り，味
（１５）
なめらかさ
（１５）
粘弾性
（２５）
かたさ
（１０）
外観
（１５）
色d）
（２０）
品種名・系統名
２０００～２００４年播種の５年間平均
７２．８１０．６１１．２１８．６７．０１０．９１４．５トワイズミ
７１．３１０．５１０．８１８．０７．１１０．７１４．１農林６１号
７２．９１０．７１１．４１８．７７．１１０．９１４．０チクゴイズミ
７４．１１０．８１１．５１９．０７．３１１．０１４．５イワイノダイチ
２０００～２００４年播種（２００１年播種を除く）の４年間平均
７２．８１０．６１１．３１８．６７．０１０．８１４．５トワイズミ
７１．０１０．５１０．７１７．８７．０１０．７１４．２農林６１号
７３．５１０．８１１．７１８．９７．１１１．０１４．０チクゴイズミ
７１．８１０．６１０．８１７．９７．１１０．９１４．５シロガネコムギ
７３．５１０．８１１．４１８．８７．２１０．９１４．４イワイノダイチ
ａ）生産力検定試験・条播多肥（育成地：福岡県筑後市）を材料として使用
ｂ）２００１年播種のシロガネコムギは収穫・調整時の人為的ミスで品質分析に足る材料が得られず，品質分析を中止
ｃ）群馬県産の農林６１号を合計点７０点の標準品種として使用
ｄ）項目の（　）内の数字は配分された点数
第９表　九州製粉懇話会技術研究会による製粉および品質試験成績
テストミル６０％粉テストミル挽砕原粒分析
品種名・系統名 アミロ 
最高粘度 
（BU）
色相 
ＣＶ
白度
粗蛋白質 
（％）
灰分 
（％）
水分 
（％）
セモリナ 
粉砕率 
（％）
セモリナ 
生成率 
（％）
製粉歩留 
（％）
M粉計 
（％）
B粉計 
（％）
容積重 
（g）
粗蛋白質 
（％）
灰分 
（％）
水分 
（％）
１０７０－２．１７８．７８．１０．３３１３．７８６．９５６．１６９．９４８．７２１．１７７３９．９１．４７１２．９トワイズミ
　８０８－１．５７６．７８．８０．４１１３．２８７．７５３．８６７．１４７．１２０．０７６８１０．４１．６１１２．６農林６１号
　９０２－１．８７９．３７．７０．３５１３．１８７．７５１．９６９．９４５．５２４．４８０３９．７１．６３１２．５農林６１号（対照）
ａ）２００２－２００４年播種の生産力検定試験・条播標肥（育成地：福岡県筑後市）の平均値 
ｂ）対照は群馬県産の農林６１号 
ｃ）試験項目の解説は付表３を参照 
第１０表　九州製粉懇話会技術研究会によるゆでめんの官能評価試験成績
合　計
（１００）
香り，味
（１５）
なめらかさ
（１５）
粘弾性
（２５）
かたさ
（１０）
外観
（１５）
色c）
（２０）
品種名・系統名
７３．７１０．５１１．２１９．２６．９１０．４１５．５トワイズミ
６８．３１０．３１０．２１７．１６．９１０．３１３．５農林６１号
７０．０１０．５１０．５１７．５７．０１０．５１４．０農林６１号 （対照）
ａ）２００２－２００４年播種の生産力検定試験・条播標肥（育成地：福岡県筑後市）の平均値
ｂ）対照は群馬県産の農林６１号
ｃ）項目の（　）内の数字は配分された点数
味は同程度である。合計はやや高い（第８表）。
　九州製粉懇話会が行った製粉および品質試験では，
「農林６１号」に比べて，製粉歩留が高く，６０％粉灰
分が低い。６０％粉の蛋白質含量はわずかに低いが，
色相は高い。ゆでめんの官能評価試験では，「農林
６１号」と比べて，色は優れ，外観は同程度である。
食感のかたさは同程度であるが，粘弾性と滑らかさ
は優れる。香り・味は同程度である。合計は高い
（第９，１０表）。
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第１１表　カビ毒分析結果
２００５２００５２００４播種年
合志筑後筑後栽培場所
DON＋
NIV
（ppb）
NIV
（ppb）
DON
（ppb）
DON
（ppb）
DON
（ppb）
カビ毒の種類
試験区
反復数
試験区
反復数
試験区
反復数
品種・系統名
３２９０a１２２３a２０６７a３　７３４a４　５１４a７トワイズミ
４１２８a１０５５a３０７３a３　７９４a４２０１０b５農林６１号
３６６６a１４５３a２２１３a３１０６４a４－－シロガネコムギ
３０８６a　８９６a２１９０a３　７９６a４－－チクゴイズミ
－－－－　４９９a４－－赤かび系PL－１０６
２６４７a　５０７a２１４０a３　４８６a４　１９５c２西海１６５号
ａ）同じ列で異なるアルファベットは５％水準で有意差があることを示す（Tukey法）
第３図　トワイズミと農林６１号の奨励品種決定調査における赤かび病の発病程度
ａ）発病程度は０（無），１（微），２（少），３（中），４（多），５（甚）の６段階評価
ｂ）各点に記載された数字はデータ数，数字がない場合はデータ数が１であることを示す
Ⅳ．赤かび病抵抗性
１．カビ毒分析結果
　子実のカビ毒蓄積性について，九州沖縄農業研究
センターの筑後研究拠点（福岡県筑後市）と本所
（熊本県合志市）で採取した材料で調査を行った。
　試験方法は以下の次の通りである。
筑後研究拠点：検定圃場（水田）で栽培した材料に
開花期に赤かび病菌F. graminearum分生胞子懸濁
液（２００４年播種はH－３菌株（MAFF１０１５５１）（５
×１０５個/ml），２００５年播種はH－３菌株とDON－
５菌株（MAFF２４０５５９）（３×１０５個/ml））を噴霧
接種し，スプリンクラーでの霧状散水（約
２５mm/h）を日中は３０分間隔で２分間，夜間（１８：
００～８：３０）は６０分間隔で２分間行うことで赤かび
病を誘発させた。成熟期に手刈り収穫し，天日乾燥
後，脱穀した。２．２mm篩でふるった子実を分析材
料とした。
本所：検定圃場（水田）で開花期以降の感染の影響
も含めて評価するため，登熟期間を通して常に感染
が起こる条件となる接種法（出穂約３週間前の検定
圃場に赤かび病菌F. graminearum培養トウモロコ
シ粒（４．３l/a）を手で畦間に散布し，その後６分間
のスプリンクラー散水（約２５mm/h）を４回（１：
００，７：００，１３：００，１９：００）行う方法を適用した。
接種源には，赤かび病菌のDON産生型２菌株（H
－ ３ 菌 株（MAFF１０１５５１）とDON－ ５ 菌 株
（MAFF２４０５５９））およびNIV産生型２菌株（NIV
－ １ 菌 株（MAFF２４０５４７）とNIV－ ７ 菌 株
（MAFF２４０５５２））を混合して用いた。成熟期に手
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第１２表　固定度
穂数穂長稈長
出穂期
（月．日）
系統番号系統名・品種名 C．V．
（％）
平均
（本）
C．V．
（％）
平均
（cm）
C．V．
（％）
平均
（cm）
１５．０１３．１５．３１０．６４．１８２．１４．１３１トワイズミ
１４．５１２．４４．８１０．４３．４８１．６４．１３２
２５．０１２．２６．２１０．４４．２８２．９４．１３３
１４．５１２．１５．４１０．４３．０８２．１４．１３４
１５．１１１．６６．０１０．３４．１８２．４４．１３５
１８．１１０．４５．９１０．２３．６８０．１４．１３６
１５．６１１．７６．６１０．３４．０８２．９４．１３７
２４．９１０．６５．８１０．２５．０７９．０４．１３８
１７．１１２．４６．５１０．５４．０８２．１４．１３９
１８．３１２．２５．０１０．８４．０８３．２４．１３１０
１７．８１１．９５．８１０．４３．９８１．８４．１３平均
１８．２１３．３６．０９．８２．９８０．１４．１０１シロガネコムギ
１８．９１２．３５．９９．７３．３７８．６４．１０２
１７．１１３．３５．５９．８２．８８０．０４．１０３
１６．１１２．４５．６９．５２．５７８．２４．１０４
１６．０１２．３６．７９．５２．６７７．８４．１０５
１７．３１２．７５．９９．６２．８７８．９４．１０平均
１１．９１６．０５．２１０．２２．４１００．９４．１６１農林６１号
１８．７１５．７６．６１０．４２．５１０２．９４．１６２
１３．３１５．１５．２１０．１２．４１０２．８４．１６３
１９．２１５．９６．３１０．２２．８１０３．７４．１６４
１２．６１５．９７．７１０．４２．４１０３．４４．１６５
１５．１１５．７６．２１０．３２．５１０２．７４．１６平均
ａ）耕種概要：畦幅７０cm，条間および株間１２cmの二条千鳥播き。播種日は，２００５年１１月２２日。
ｂ）調査個体数：各系統４５個体。
ｃ）２００４年播種のF１４から採種した個体を２００５年播種で１系統とした。
刈り収穫し，７０℃で１日乾燥後，脱穀した。
２．２mm篩でふるった子実を分析材料とした。
　カビ毒分析は筑後研究拠点，本所ともKMアッセ
イセンター（協和メディクス株式会社富士工場内，
静岡県）に依頼した。
　カビ毒分析の結果，２００４年播種ではDON濃度に
品種・系統間に５％水準で有意な差があり，「トワ
イズミ」は「農林６１号」よりカビ毒の蓄積量が低
かった。２００５年播種では品種・系統間に有意な差が
なかった（第１１表）。このことから，「トワイズミ」
のカビ毒蓄積性は「農林６１号」と同等からやや低い
と判断した。
２．奨励品種決定調査における赤かび病発病程度
　２００１～２００５年播種の奨励品種決定調査成績から同
一年，同一場所で栽培した「トワイズミ」と「農林
６１号」の赤かび病発病程度を０（無）～５（甚）の
６段階で調査した５７データを用いて（第３図），「ト
ワイズミ」と「農林６１号」の赤かび病の発病程度を
符号検定法で検定した結果，５％水準で「トワイズ
ミ」のほうが，有意に発病程度が低かった。した
がって，「トワイズミ」の方が「農林６１号」より，
赤かび病発病程度が低いといえる。
Ⅴ．固定度
　Ｆ１５各系統の出穂期，並びに稈長，穂長，１株穂数
の平均値および変動係数から見て，「トワイズミ」
は実用的に固定していると認められる（第１２表）。
Ⅵ．命名の由来
　「トワイズミ」という品種名は，未来永劫（トワ）
に湧き出る泉（イズミ）のように，末永く収穫でき
ることを願って命名されたものである。
Ⅶ．栽培適地および栽培上の注意
　温暖地以西の平坦地，中間地に適する。　
　うどんこ病に弱いので，発病しやすい環境では適
期防除を実施する。また，穂数が少なくなりやすい
のでドリル播などの穂数を確保しやすい栽培法を採
用する。
Ⅷ．考察
　これまでにも赤かび病抵抗性の系統は，「トワイ
ズミ」の交配親の「赤かび系PL１０６」，赤かび病抵
抗性の中間母本「小麦中間母本農４号」（牛腸ら，
１９９２），「西海１６５号」などが開発されたが，いずれ
も耐倒伏性・収量性などの農業特性や製粉性などの
品質特性が劣っていた。しかし，「トワイズミ」の
栽培・製粉特性は「農林６１号」より優れ，九州地域
の主要品種の一つである「チクゴイズミ」と遜色が
ない。また，赤かび病抵抗性は「農林６１号」より１
ランク向上した “やや強”で，現在の栽培品種の中
では，最も優れている。このことから，「トワイズ
ミ」は，栽培・製粉特性と赤かび病抵抗性を兼ね備
えた初めての実用品種と言える。
　「トワイズミ」の赤かび病抵抗性は “やや強”で，
現在の普及品種の中では最も優れているが，「トワ
イズミ」の交配親である「赤かび系PL１０６」は
“強”，世界的に最も赤かび病抵抗性が強い「蘇麦３
号」や「延岡坊主小麦」は “極強”である（坂，
２００２）。また，カビ毒の蓄積性についても，「赤かび
系PL１０６」や「西海１６５号」の方が優れている（第
１１表）。これらのことから判断すると，「トワイズ
ミ」は交配親である「赤かび系PL１０６」を経由して
「蘇麦３号」の赤かび病抵抗性を完全には受け継い
でおらず，今後の品種改良の中で，まだ赤かび病抵
抗性を強化した品種を育成できる余地がある。
　近年は天候に恵まれ，１９９８年以降は赤かび病によ
る大きな被害の報告はない（山本ら，１９９９）。しか
し，赤かび病による被害の危険性をより低くするた
めに，今後は「トワイズミ」の高い農業特性と品質
特性を維持しつつ，「赤かび系PL１０６」や「蘇麦３
号」と同程度の抵抗性を持った品種育成に取り組む
ことが必要である。
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付表１　育成従事者
H１７H１６H１５H１４H１３H１２H１１H１０H９H８H７H６H６H５H４H３播種年
２００５２００４２００３２００２２００１２０００１９９９１９９８１９９７１９９６１９９５１９９４１９９４１９９３１９９２１９９１
F１５F１４F１３F１２F１１F１０F９F８F７F６F５F４F３F２F１交配世代
生検
系統
選抜
系適
単独
系統
選抜
予検
派生
系統
選抜
穂選抜世促世促
試験名
 　　氏原和人
　　 　　佐々木昭博
　　 　　田谷省三
 　　堤忠宏
　　 河田尚之
 小田俊介
 　　藤田雅也
 谷口義則
 関昌子
 　　塔野岡卓司
 　　坂智広
　　 　　平将人
　　 八田浩一
　　 　　波多野哲也
小田ら：小麦新品種「トワイズミ」 ３３
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小田ら：小麦新品種「トワイズミ」 ３５
有 望 度
品
質
千 粒 重 （ ｇ ）
容 積 重 （ ｇ ）
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主
要
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穂 長 （ ㎝ ）
稈 長 （ ㎝ ）
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出 穂 期 （ 月 ・ 日 ）
肥 料 水 準
播 種 密 度
播 種 時 期
播 種 方 法
品 種 系 統 名
試 験 年 度 （ 播 種 年 度 ）
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検 査 等 級
品 質 概 評
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（ ５ ） 穂 発 芽
（ ４ ） 縞 萎 縮 病
（ ３ ） 赤 か び 病
（ ２ ） う ど ん こ 病
（ １ ） 赤 さ び 病
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６
標
準
肥
標
準
播
早
播
条
播
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ
２０
０４
佐
賀
－
－
３４
．７
７８
４
１０
１
５５
．４
－
０
．０
０
．０
１
．１
０
．０
０
．０
１
．９
５５
３
１０
．０
８７
６
．０
１
４
．１
５
多
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０２
，２
００
３
，２
００
５
佐
賀
－
－
－
３４
．５
８０
６
１０
０
５４
．８
－
０
．０
０
．０
１
．５
０
．０
０
．６
０
．３
５２
６
８
．９
７９
５
．３
１
４
．１
２
多
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ
２０
０２
，２
００
３
，２
００
５
佐
賀
２
－
４１
．５
８２
３
１２
２
７１
．０
－
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
５１
１
１０
．６
８１
６
．０
２
４
．１
６
追
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０４
佐
賀
－
３
－
３７
．５
８２
１
１０
０
５８
．３
－
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
４７
９
８
．８
６９
５
．３
１
４
．１
４
追
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ
２０
０４
佐
賀
○
～
△
－
－
３７
．１
７９
８
１１
２
６０
．０
－
０
．０
０
．０
０
．８
０
．３
０
．０
０
．５
４８
５
９
．８
８４
６
．０
１
４
．１
４
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０１
－
２０
０５
佐
賀
－
－
３５
．１
８１
２
１０
０
５３
．５
－
０
．０
０
．０
１
．３
０
．１
０
．１
０
．０
５０
０
８
．５
７５
５
．３
０
４
．１
２
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ
２０
０１
－
２０
０５
佐
賀
△
※
３９
．７
８
８０
８
１０
８
．４
３３
．５
５
－
－
０
．０
０
．９
０
．６
０
．０
０
．０
２５
８
９
．０
７９
５
．２
７
４
．０
７
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
００
－
２０
０３
長
崎
－
３５
．５
８
８０
７
１０
０
３１
．２
３
－
－
０
．０
０
．９
０
．３
０
．８
０
．０
３１
９
８
．０
７６
５
．２
６
４
．０
７
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ
２０
００
－
２０
０３
長
崎
△
２
．５
３９
．５
７ ７
２
１１
５
６０
．４
－
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
４４
２
８
．８
８２
５
．２
８
４
．０
７
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
００
－
２０
０１
熊
本
－
３
．５
３６
．８
７８
０
１０
０
５２
．６
－
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
５４
４
８
．４
７８
５
．２
８
４
．０
６
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ
２０
００
－
２０
０１
熊
本
△
１
中
３
．５
３９
．８
８４
５
１０
６
４３
．１
－
０
．３
０
．０
０
．２
１
．５
０
．７
０
．５
３８
０
８
．９
８２
６
．０
８
４
．１
８
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
広
幅
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
００
，２
００
５
大
分
－
１
～
２
上
４
．２
５
３７
．４
８４
７
１０
０
４０
．６
－
０
．５
０
．０
０
．３
０
．０
０
．０
２
．０
４０
２
８
．７
９２
６
．１
０
４
．２
２
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
広
幅
播
農
林
６１
号
２０
００
，２
００
５
大
分
○
～
△
１
上
～
１
下
２
．２
３９
．７
８３
７
１１
２
４６
．９
－
０
．３
０
．０
０
．７
０
．５
０
．０
０
．７
３３
８
９
．４
８１
６
．０
３
４
．１
５
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０１
－
２０
０５
大
分
－
１
下
～
３
３
．８
３７
．６
８２
８
１０
０
４２
．０
－
０
．０
０
．０
１
．１
０
．２
０
．０
２
．６
３６
０
９
．１
９ ２
６
．０
６
４
．１
９
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
農
林
６１
号
２０
０１
－
２０
０５
大
分
○
～
△
３
．６
３６
．６
７７
２
１１
８
４１
．１
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．８
０
．０
２８
２
９
．８
８６
５
．１
１
３
．２
５
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
００
－
２０
０４
宮
崎
－
４
．２
３３
．８
７６
８
１０
０
３６
．０
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．８
０
．０
３０
６
８
．４
８３
５
．１
１
３
．２
５
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ニ
シ
カ
ゼ
コ
ム
ギ
２０
００
－
２０
０４
宮
崎
△
～
×
２
中
１
．６
６７
４０
．３
７８
０
９９
３８
．１
－
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．７
２６
３
８
．９
７９
５
．１
５
３
．２
２
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
００
－
２０
０２
鹿
児
島
－
２
中
１
３９
．７
７６
８
１０
０
３８
．０
－
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
１
．３
３１
９
７
．３
７９
５
．１
６
３
．２
６
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ア
イ
ラ
コ
ム
ギ
２０
００
－
２０
０２
鹿
児
島
○
１
上
２
４２
．２
８１
４
１０
５
４５
．６
－
－
０
．０
０
．０
０
．１
０
．０
０
．３
４２
２
８
．９
８３
６
．０
２
４
．１
１
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
ド
リ
ル
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
００
，２
００
２
福
岡
農
産
－
１
下
２
．７
４１
．７
８１
６
１ ０
０
４３
．５
－
－
０
．１
０
．１
０
．０
０
．０
２
．１
４５
５
８
．２
９１
６
．０
４
４
．１
５
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
ド
リ
ル
播
農
林
６１
号
２０
００
，２
００
２
福
岡
農
産
九州沖縄農業研究センター報告　第５１号（２００９）３６
有 望 度
品
質
千 粒 重 （ ｇ ）
容 積 重 （ ｇ ）
同 左 対 標 準 比 率 （ ％ ）
ａ 当 り 収 量 （ ㎏ ）
主
要
病
虫
害
及
び
諸
障
害
倒 伏 の 多 少
穂 数 （ ／ ㎡ ）
穂 長 （ ㎝ ）
稈 長 （ ㎝ ）
成 熟 期 （ 月 ・ 日 ）
出 穂 期 （ 月 ・ 日 ）
肥 料 水 準
播 種 密 度
播 種 時 期
播 種 方 法
品 種 系 統 名
試 験 年 度 （ 播 種 年 度 ）
試 験 地 名
検 査 等 級
品 質 概 評
（ ６ ） 寒 雪 害 （ 冬 損 程 度 ）
（ ５ ） 穂 発 芽
（ ４ ） 縞 萎 縮 病
（ ３ ） 赤 か び 病
（ ２ ） う ど ん こ 病
（ １ ） 赤 さ び 病
○
１
１
４１
．４
８２
５
１２
０
５０
．２
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
３２
１
１０
．１
８６
６
．０
３
４
．１
６
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０４
現
地
嘉
穂
町
－
２
．５
２
４２
．５
８２
２
１０
０
４１
．８
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
２
．０
３０
６
９
．１
９３
６
．０
６
４
．１
９
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
農
林
６１
号
２０
０４
現
地
嘉
穂
町
○
２
．５
１
．５
３６
．６
８０
４
１２
５
４９
．５
－
０
．０
０
．０
１
．０
０
．０
０
．０
０
．３
４３
０
１０
．１
８６
６
．０
５
４
．１
２
標
準
肥
標
準
播
早
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０５
現
地
嘉
穂
町
－
３
．５
２
３５
．７
７９
６
１０
０
３９
．６
－
０
．０
０
．０
１
．０
０
．０
０
．０
３
．８
３９
２
９
．４
１０
３
６
．０
９
４
．１
６
標
準
肥
標
準
播
早
播
条
播
農
林
６１
号
２０
０５
現
地
嘉
穂
町
○
４
２
３７
．６
８０
０
１１
３
５７
．８
－
０
．０
０
．０
１
．０
０
．０
０
．０
４
．０
４９
３
１０
．８
８８
６
．０
１
４
．１
２
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０４
現
地
瀬
高
町
－
４
３
３６
．１
８１
５
１０
０
５１
．０
－
０
．０
０
．０
１
．０
１
．０
０
．０
５
．０
６１
７
１０
．１
１０
１
６
．０
１
４
．１
４
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
農
林
６１
号
２０
０４
現
地
瀬
高
町
○
３
．５
２
４０
．２
７９
３
１２
３
３９
．８
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
３５
８
９
．５
８１
６
．０
２
４
．１
２
標
準
肥
標
準
播
早
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０５
現
地
前
原
市
－
５
．５
３
３９
．８
７８
９
１０
０
３２
．４
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
２９
８
８
．５
８９
６
．０
４
４
．１
５
標
準
肥
標
準
播
早
播
条
播
農
林
６１
号
２０
０５
現
地
前
原
市
○
１
１
４４
．１
８３
３
１０
３
３４
．９
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
２２
０
９
．１
６８
６
．０
８
４
．２
０
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０４
現
地
宗
像
市
－
１
２
４２
．０
８３
０
１０
０
３３
．９
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
２６
６
８
．３
７０
６
．０
７
４
．２
１
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
条
播
農
林
６１
号
２０
０４
現
地
宗
像
市
○
１
．５
１
３６
．５
７９
３
１０
１
３７
．６
－
０
．０
０
．０
０
．１
０
．０
０
．０
０
．１
２０
９
９
．６
６３
６
．１
５
４
．２
７
標
準
肥
標
準
播
遅
播
条
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０５
現
地
宗
像
市
－
３
２
３５
．４
７８
９
１０
０
３７
．１
－
０
．０
０
．０
０
．１
０
．０
０
．０
０
．２
２３
２
９
．８
６７
６
．１
５
４
．２
９
標
準
肥
標
準
播
遅
播
条
播
農
林
６１
号
２０
０５
現
地
宗
像
市
○
３
１
．５
３３
．９
７９
３
１１
２
３４
．６
－
０
．０
０
．０
１
． ０
０
．０
０
．０
０
．０
３６
３
９
．１
７５
６
．０
５
４
．１
９
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
ド
リ
ル
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０５
現
地
柳
川
市
－
３
．５
２
３３
．９
７８
６
１０
０
３０
．８
－
０
．０
０
．０
１
．０
０
．０
０
．０
１
．０
３７
８
９
．３
８７
６
．０
６
４
．２
１
標
準
肥
標
準
播
標
準
播
ド
リ
ル
播
農
林
６１
号
２０
０５
現
地
柳
川
市
◎
２
１
３５
．３
８１
６
１１
０
４４
．０
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
１
．０
５７
０
９
．４
７９
５
．３
１
４
．０
７
標
準
肥
標
準
播
早
播
ド
リ
ル
播
ト
ワ
イ
ズ
ミ
２０
０５
現
地
八
女
市
－
２
１
３３
．５
８１
３
１０
０
３９
．９
－
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
０
．０
３
．０
５７
０
９
．４
７９
６
．０
１
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付表３　製粉性および生地特性の試験項目の解説（その１）
解説項目（略記）
燃焼法（６００℃，３時間）により測定，水分１３．５％換算。灰分含量
燃焼法により測定した全窒素含量に，原粒は５．８３，６０％粉は５．７を乗じて算出，水分
１３．５％換算。
蛋白質含量
比色法で測定，めんの食感に影響し，値が低いとめんの粘弾性となめらかさが向上する。アミロース含量
ビューラー式製粉機は各３種のブレーキロールとミドリングロールがあり，それぞれ篩
が組み合わされている。ブレーキ工程からは３種のブレーキ粉と皮（大ふすま），ミド
リング工程からは３種のミドリング粉と小ふすまが取り分けられる。両工程とも最初の
ロールから出る粉は灰分の少ない良い粉で，３番目のロールから出る粉は灰分が多く，
くすんだ粉である。６種類あわせた粉（ストレート粉）とふすまの重さの合計に対し，
良い粉の方から６０％を取り分けた粉（６０％粉）を各種試験に用いる。
製粉性
粉の重さ／（粉の重さ＋ふすまの重さ）×１００製粉歩留
製粉歩留が高くとも，皮の切れ込みが多いと製粉性が良いとはいえない。灰分の値を用
いて製粉歩留を次式により補正した値，大きい方がよい。
１００－（（８０－製粉歩留）＋５０×（ストレート粉灰分－０．３０））
ミリングスコア
ふすま側に入った灰分の割合で，大きい方が良い。次式で算出。
（（原粒灰分－ストレート粉灰分）／原粒灰分）×製粉歩留
灰分移行率
ブレーキ粉の重さ／ミドリング粉の重さ×１００
硬質小麦はミドリング行程に回る粉が多く，ＢＭ率は硬軟質性の指標となる。
BM率
（ミドリング粉の重さ＋小ふすまの重さ）／製粉前の粒の重さ×１００
ＢＭ率と同様の意味を持つ，セモリナ生成率は大きい方が良い。
セモリナ生成率
ミドリング粉の重さ／（ミドリング粉の重さ＋小ふすまの重さ）×１００
セモリナ粉砕率は大きい方が良い。
セモリナ粉砕率
色彩色差計（ミノルタCM－３５００d）を用いて測定。L＊は明度を示し高い方がよ
い。a＊は赤みを示し低い方がよい。b＊は黄色みを示しある範囲で高い方がよい。
粉の色相
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付表３　製粉性および生地特性の試験項目の解説（その２）
解説項目（略記）
小麦粉生地の特性を調べる機械で，５０ｇの粉をミキサーに入れ水を加え捏ねた時の回転
羽に加わる力を時間経過とともに記録する装置。一般に水を加えた直後から羽に加わる
力が大きくなり，生地の形成とともに最高に達した後，次第に抵抗は弱くなる。記録さ
れた図形から以下の特性値を読みとる。
ファリノグラム
ファリノグラムでは生地の硬さが一定（５００B.U.）になる様に加える水の量を加減する。
このとき要した粉に対する水の割合。一般に軟質小麦はこの値が小さく，損傷でんぷん
粒の多い硬質小麦は高い。また，蛋白質の性質等が影響する。
吸水率（Ab）
水を加えてから生地が最高の硬さ（５００B.U.）に達するまでの時間で，薄力粉は短く，強
力粉は長い。
生地の形成時間（DT）
生地の硬さが４８０B.U.を超えてから，生地が弱くなり４８０B.U.以下になるまでの時間で示
す。薄力粉は短く，強力粉は長い。
生地の安定性（Stab）
生地が弱くなり初めてから１２分後の下降程度で表し，薄力粉は大きく，強力粉は小さい。生地の弱化度（Wk）
生地形成状態の総合評価値で，薄力粉の理想的なものをDT＝０，Wk＝５００B.U．，強力
粉の理想的なものをDT＝２６分以上，Wk＝０　B.U.とし，その間を按分した値である。
図形から読みとり板を使って求める。めん用は３０～７０，パン用は７０以上，菓子用は３０以
下である。
バロリメーターバリュー
（VV）
小麦粉の糊化特性を測定する装置で，小麦粉懸濁液を回転する円筒型容器に入れて加熱
し，糊化に伴う粘度変化を容器内の羽で感知し記録する。設定条件は小麦粉６５ｇ，水
４５０ml，２５℃から毎分１．５℃ずつ昇温，９５℃で１０分間温度一定，その後毎分１．５℃ずつ降
温する。
アミログラム
でん粉が糊化し粘度が上昇し始めた時の温度。糊化開始温度（GT）
最高粘度に達したときの温度。最高粘度時の温度
（MVT）
粘度の最高値でアミロ値とも呼ぶ。通常九州農研産農林６１号で９００B.U.前後であるが，
低アミロース品種では１２００B.U.以上である。穂発芽粒が混入すると低下し，３００B.U.以下
となると「低アミロ」と呼ばれ製麺特性が低下する。
最高粘度（MV）
糊化特性は最高粘度に達した後，一度粘度が低下し再び上昇する。粉の落差がブレーク
ダウンで，製めん適性の目安として使われる。値が大きいほど製めん性が良い。
ブレークダウン（BD）
生地を伸ばしたときの抵抗の強さや伸びの程度を測定する装置で，ファリノグラムの
３００ｇミキサーを用いて一定の硬さ（５００B.U.）の生地を作り，棒状に整形して一定の時
間（４５分，９０分，１３５分）ねかせた後，機械にかけ引っ張る。このときの抵抗力を記録
し，以下の特性値を読みとる。
エキステングラム
機械が記録する図形の面積で，生地の伸張抵抗が強いほど，伸張度が長いほど値が大き
くなる。めん用は６０～８０cm２，パン用は１４０～１６０cm２，菓子用は３０cm２以下である。
面積（A，生地の力の程
度）
生地を伸ばしたときの抵抗の最も強いときの値で “こし”とも言う。薄力粉は弱く，強
力粉は強い。
伸張抵抗（R）
生地が伸び切れた時点での伸びの長さで “あし”とも言う。伸張度（E）
伸張抵抗／伸張度
この値が小さい生地はだれる傾向がある。パンに適した強力粉はこの値が大きい。
形状係数（R／E）
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Summary
　A new soft red wheat cultivar“Towaizumi”developed by National Agricultural Research 
Center for Kyushu Okinawa Region, Chikugo, Fukuoka, Japan, was selected from the cross 
Saikai １７１ / Akakabikei PL-１０６ made in １９９２ and registered as wheat Norin １６７ in ２００６.
　Towaizumi is an awned, brawn-glumed, red-seed spring type wheat cultivar. Compared 
with the standard cultivar, Norin ６１, Towaizumi is usualy １０ cm shorter, superior in 
lodging　resistance and normaly matures three days earlier.  It has a ８ % higher yield 
than Norin ６１.
　Towaizumi is resistant to yelow mosaic, relatively susceptible to powdery mildew, 
relatively resistant to leaf rust, and relatively resistant to scab．Miling properties are 
superior to those of Norin ６１. Amylose content is moderately low. The score of noodle-
making is higher than that of Norin ６１.
　Towaizumi is considered to be wel-adapted to flat area of western Japan.
　Keywords: soft red spring wheat, scab resistance, miling property, amylase content.
